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資 料

小笠原諸島のササラダニ類目録

List of Oribatid Mites Collected from the Ogasawara Islands 

青木淳一

Jun-ichi AOKl 

Abstract. From litter and soil sampl巴stak巴non the Ogasawara lslands (the Bonin lslands) by m巴in1977， 

by Dr. T. Nagata and Dr. Y. KOllno in 1982 and by Mr. H. Karub巴in2001 s巴venty-nlll巴speciesof oribatid 

ffiltes were extract巴d.Thirty-six species of th巴m紅巳 n巴wlyr巴cordedfrom the islands， inclllding two sp巴cles

desctib巴das new in the prec巴dingpages of this bllll巴tin
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はじめに

小笠原諸島のササラダニ類についての最初の調査は

1977年 6月-7月にかけて青木淳一 ・原田 洋によっ

て父島および母島で行われ、採集された多数のササラダ

ニ類のうち、イブシダニ科の4新種とタテイレコダニ科

の2新種について報告がなされている (Aoki，1978; 1980) 

が、その他の多くの種については、未報告のままであっ

た。1982年6月には南硫黄島へ生物調査団が派遣され、

隊員の永田東一郎および河野祐一両氏によって土築中か

らササラダニ類が採集され筆者に もたらされ、その結

果、南硫黄島から 28種が確認された (青木，1982) 0 

2001年6月、 神奈川県立生命の星 ・地球博物館の昆

虫類の専門家である苅部治紀学芸員が小笠原諸島へ調

査に赴くことを知り、 ササラダニ類研究のため土壌腐

植試料の採取をお願いした。その結果、父島および母島

を含めて、 今までササラダニ類の調査がま ったく行わ

れていない兄島、妹島、聾島、 北硫黄島からの貴重な試

料がもたら された。それらの土壌腐植はツルグレン装

置に投入 し、60W白熱電球で 3日間照射し、 ササラダ

ニ類を80%エチルアルコール中にfllJ出した。このよう

にして得られた新しい標本と、 24年前に筆者によって

採集された古い標本の両方を検鏡した。それに南硫黄

島から記録された種を加えると、 以下の目録に示す40

科 79種が小笠原諸島全体から確認された。このうち、
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65種は小笠原諸島から新記録の種となる。さらに、 新

種が 2種含まれており、それらは本誌本号の 19- 22 

頁においてカルベイブシダニDiplobodeskarubeiおよび

オオマルシダレコ ソデダニ Xylobatesrotundusとして命

名記載した。

小笠原諸島において、 トンボ類の調査の傍ら、 貴重

な時間をさいて私のために土壌腐植試料を採取し持ち帰・

られた苅部治紀氏に、 心から感謝したい。

試料採取記録

以下に示す採取記録および目録中の記号は、次のよ

うに島名を省略して用いてある。

父=父島、母=母島、兄=兄島、妹=妹島、

製=饗島、北硫=北硫黄島、南l流=南硫黄島。

父 1: 夜明山南方，標高 280m， 1-VII-1977 青木淳一

シマイスノ キ林

父2・ 中央山山頂北東，標高 240m， 1-VII-1977 青木

淳一 ヒメ ツ;"¥キ林

父3: 小湊， 標高 2m， l-VII-1977 青木淳一 ハスノ

ハギ リ林.

父4: 洲1"奇，標高 2m， l-VII-1977.青木淳一 モクマ

オウ林.

父5: 三日月山東中腹，楳高 140111， 1-VII-1977 青木

淳一 オガサワラビロウ林

父6: 奥村~夜明山，標高 100m， 2-VII-1977 青木淳

ー シマイスノ キ林

父7: 三日月山山頂下，標高 180m， 2-VII-1977.青木

淳一 ギンネム林

父8: 大村三日月山登山口，標高40111，2-VII-1977.青

木淳一.モクマオウ林.
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父9: 宮之浜南方，標高 20111， 2-VII -1977.青木淳一

ギンネム材

父 10・清瀬，標高 20111， 2-Vll-1977 青木淳一.リュウ

キュウマツ林

父 11 巽湾西海岸，標高約 100111，15-VI-200l，苅部治

紀 .モクマオウ ・シマイスノキのl吃燥林.

母1: 南Ih奇北東，標高40111， 23-VI-1977 青木淳一 テ

リノ、ボクキ本

母2: 南Ih奇北東，標高40111，23-VI-1977 青木淳一 モ

クマオウ林.

母3: 中ノ平，標高 80111，23-VI-1977 青木淳一 オガ

サワラビロウ林

母4: 石門山上ノ段，楳高 380111， 24-VI-1977 青木、浮

一.ウ ドノキ林

母5: 堺ケ岳山頂東，標高400111，24-VI-1977 青木淳

ー ワダン ノキ低木林

母6: 桑ノ木山一堺ケ岳，楳高 340111， 24-VI-1977 青

木淳一 ヒメツパキ林.

母7: 桑ノ木山，標高 260ITI， 24-VI-1977 青木淳一

アカギ林

母8: 沖村神社，標高40111，24-VI-1977 青木淳一 ガ
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図 1.小笠原諸島.ササラダニ類

の楳本が得られた島々のみ， j詰名

を記入しである

J. Aoki 

ジュマル林

母9: 長浜橋，標高 170111，19-VI-2001苅部治紀 シ

マホルト ノキ ・コヤブニッケイなどの中本

母10: 庚申塚，標高 150111，19-VI-2001 苅部治紀.ム

ニンエノ キ ・シマシャリン}¥イ ・コヤブニッ

ケイなどの林

兄 ・ 万作?兵，標高 20-30 111， 15-VI -2001.苅部治紀モ

モタマナ ・テリハボク・シマシャリン}¥イなど

の海岸林

妹: 北東部に開けた沢沿に，楳高約 70111，23-VI-

2001 苅部治紀.沢ぞいのコヤフ守ニッケイ・ オ

ガサワラビロウなどの林.

鑓 : 象頭山南 ，標高 25111， 14-VI-2001 苅部治紀

ウラジロエノキ ・モモタマナなどの小さ い残

存林

北硫: 石野村上，標高 150111， 23-VI-2001 苅部治紀.

モモタマナの根元.

南硫 1:楳高500111，17-VI-1982.永田東一郎 ・河野祐一.

南硫2:棋高500111， 14-VI-1982永田東一郎 ・河野祐一.

南硫3:楳高600111，14-VI-1982永田東一郎 ・河野祐一.

南硫4:楳高750111，14-VI-1982.永田東一郎 ・河野祐一

採集方法

ササラダニ類採集のための方法は、森林あるいは箪

地の土成表層部を、その上に:J.tt顧する リター(落葉落枝
など)とともに採取し、それを Tullgren装置にかけてサ

サラダニ類を含む土壌動物を 80%エチルアルコール中

に分離抽出 した。1977年の場合には横浜国立大学に、

2001年の場合には神奈川県立生命の星・地球博物館に、

土嬢試料を採取後 3-4日目に持ち帰り、いずれも抽

I:~I装置 Oribat巴c 3010を用いてダニを分離したが、 1982

年の調査では携帯式Tullgren装置を用いて現地でダニの

分離を行った。

採集されたササラダニ類の目録

l印 :小笠原諸島新記録。

#ドrJ:沖縄諸島・八重山諸島からは発見されず、

小笠原諸島に生息する種。

ヒワダニ干ヰ Hypochthoniidae

ネl フトゲナガヒワダニ Eohypochthoniuscrassisetigel 

Aoki， 1959父 l・2・婿

チョウチンダニ科 Sphaerochthoniidae

1・2.スズキチ ョウチンダニ Sphaerochthoniussuzukii 

Aoki， 1977父3・6・8・10・母 1

ツツハラダニ手ヰ Lohmanniidae

!'3 フトツツハラダニ MixacωωexilisAoki， 1970父

4・4首
4. ケブカツツハラ夕、ニ属の一種 Papillacarussp.父

4・8.母 1-3・婿

5 ツツハラ ダニ不|の一種 ALohl11annjjdae sp. A 父

8・9

6 ツツハラダニ科の一種 BLohl11anniidae sp. B 旬

5・6
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イレコダ二平ヰ Phthiracaridae マンジュウダニ手ヰ Cepheidae

#7 ヤマトイレコダニ Phthげαcaru.sjaponicu.s Aoki， 

1958南硫 1-4

;'8. ツjレギイレコダニPhthiracaruscLemens Aoki， 1963 

妹

9 イレコダニの一種 Phthiracarussp.母9・兄 ・妹

10 クゴウイレコダニ PLonaphacarμsku.golu (Aoki， 

1959)父卜2'4-6・9. 11 .母1. 9' 10・兄-妹-

南硫 1・2・4

J 1 ノ、ナビライレ コダニ Hop!ophoreLlacucullata 

(Ewing， 1909)南硫 1・2

#12 ミミカキイレ コダニ Notophthiracarushamatus 

(Hammer， 1973)南硫 l

ヘソイレコダニ手ヰ Euphthiracaridae

13 ヒメへソイレコダニRhysotritiaardω (C.L.Koch， 

J 841)父2・3・6・8・10・母 1. 8・9・南硫4

タテイレコダ二手ヰ Oribotritiidae

14 チチジマイレコダニOribotritiachichijimensis Aoki， 

1980父3.母8・9・婿-妹

15. ミナミイレコダニ Austrotritiaunicarinata Aoki 

1980父卜 3-5・7-9・11.母9. 10・兄 ・妹 ・北

硫南硫 1-4

フサゲモンツキダニ科 Allonothridae

;， 16. フサゲモンツキ夕、ニ ALLonothru.sschuiLingi 

Hammen， 1953父4・8

コナダニモドキ手i↓Malaconothridae

17 チビコナダニモドキ Mα!aconothru.spygmaeus 

Aoki， 1969父3・母9・南硫4

アミメオニダニ手ヰ Nothridae

18. アミメオニダニの属一種 Nothrussp.父3-5・7・

11 .母5・6・8・婿 ・南硫 1.2 

ツキノワダ二平ヰ Nanhermanniidae

19 コノハツキノワダニ属の一種 Cosmohermanniasp 

(図 2D) 父 L.6.11 .母3・5・6・7.妹・ 婿 -南

硫 1・2・4

体型はコノハツキノワダニに極めてよく似るが、11向背

毛はやや幅広いが細長く、木の葉状にはな らない。未

記載の極で、ある可能性が高い。

ニオウダ二科 Hermanniidae

1'20 コノハニオウダニ HermanniapuLcher (Aoki， 1973) 

父 1-7. 11 .尽1・2・5・7・8.婿

ドビンダニ手'+Hermanniellidae 

ィ21. ヤスマドビンダニHermanniellayasumai Aoki， 1973 

父1・2・5・7・8. 11・母 1-8・母9・10・妹・婿

ウス、タカ夕、二平ヰLiodidae

22 ウズタカダニ属の一種Liodessp.父1.8・母10・

妹・南硫2

アナメダニ科 Pedrocoパesellidae

1'#23 ミナミアナメダニHexachaetonieLlahardyi (Balogh， 

1968)父1・5・6・母 1・3・5・8・9

ジュス‘ダ二平ヰ Damaeidae

1'24. ワタゲ、ジュス守ダニ EpidamaeusflαgiLis Enami巴I

Fujikawa， 1989父2・7

25. ツノジュズダニの属一種 Epidamaeωsp.南硫

千#26.オオマンジュウ夕、ニ CepheusLatus C. L. Koch， J 836 

母5

チビイフシダ二平ヰ Microtegaeidae

27 チビイブシダニ属の一種 MicrOlegaeussp 父 1• 

2・1司1.3 

ドテラダニ手ヰ Eremaeozetidae

#28 ドテラダニ Eremαeozetesoctomacu.LatμsHamm巴r，

1973 (図 2A) 父1.母9.妹 -南硫3
南硫黄島からのみま日られている種である。

ヤッコ夕、二平ヰ Microzetidae

*29 ヤッコダニ MicrozetesauxiLiaris Grandj巴an父 11

カゴセオイダ二手ヰ Basilobelbidae

ド30 ノ、ラゲカゴセオイダニ Basilobe!bαpαrmata

Okayama， 1980父1. 2・5-8・11.母1-3・5-8

;'31 カゴセオイダニ Basi!obelbaretiariu.s (Warburton， 

19(2)父3・5・8

クモスケダニ科 Eremobelbidae

ド32 ヤマトクモスケダニ EremobeLbajaponica Aolく1，

1959父J.2・6.母2・4 ・5.7.8・9.妹-婿

イチモンジダニ手ヰ Eremulidae

ド33 イチモンジダニ Eremu.Lusavenifer B巴rlese，1913父

2.母1.5・7・8・9.妹

ハネアシタ二科 Zetorchestidae

~34. ハネアシダニ Zetorchestes aokii Krisp巴r，1987父

1-3・5・6・8・10・11・母 1-7・9・妹・婿

夕、ルマタマゴ夕、二平ヰ Astegistidae

35 マルタマゴダニ属の一種 Cu!troribuLasp. 父6

イブシダ二平ヰ Carabodidae

#36 オガサワライブシダニAu.strocarabodesboninensis 

(Aoki， 1978)父3・7・母 1・8

37 ケマガリイブシダニ Austrocarabodescurvisetigel 

Aoki，1982父 1・6・7・11・母 1-3・8・妹 ・婿

38 ハラダイブシダニAu.strocarabodesharadai (Aoki， 

1978)父3・南硫2・3

#39 ウスイロイブシダニ(改称 Austrocarabodes 

Lepidu.s (Aoki， 1978)父3・11・母8・3・婿
チビイ ブシダニと11乎ばれていたが、別にチビイブシダ

ニ科 Microtegaeidaeがあるので混乱を避けるために、

改称した。

#40 へコイブシダニ Bathocepheu.sconcavus Aoki， 1978 

父 1・2・7・母 1-4・8・9.婿

;'#41 カルベイブシダニ Dip!obodeskaru.bei Aoki， 2002 

(図 2C) 父 1. 2・6 ・7. 11 .母2・3・5-8・9・

10・妹・婿

本誌に掲載された別論文で新種として記載したもので、

タイプ標本には今回苅部治紀氏によって採取された土

壌資料から:J1lJ;':l:'1されたもののみを指定したが、過去の

青木の採集品の中にも多数の個体が見出lだされている。

え42. コノ ノ、イブシダニ Gibbicepheu.sfrondosus (Aoki， 

1959)父1-3・6・7・lJ.母1-3・5・8・9・10・兄 ・

妹

ド43 ナカタマリイブシダニ Yoshiobodesnakatamarii 

(Aoki， 1973)父1.7 .8・11.母 1.3 

44 ナガイブシダニの一種 Odontocepheu.ssp.父1. 
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母8

イカダニ手ヰ Otocepheidae

1'45. コンボウイカ夕、ニ Fissicepheusclaναtus (Aoki， 

1959)父 1.母5・9

46 ヒョウタンイカダニの一種 Dolicherern.aeussp.南

硫 l

イカダニモドキ手ヰTokunocepheidae

1'47 イカダニモドキ Tokunocepheusmizusαwai Aoki， 

1966父2. 11 .母卜 5・9

クワガタダニ手ヰ Tectocepheidae

‘"#48 トゲクワガタダニ Tectocepheuscuspidentatus 

Knulle， 1954父4

ツフダニ手ヰ Oppiidae

49 コブヒゲツブダニArcoppiaviperea (Aoki， J 959)父

1 . 2・5・8・10・11'母1・3・4・6・婿 ・南硫 1

4 

1'50 ナミツブダニ OppielLanova (Oudemans， J 902)父

51. ツブダニ属の一種 Oppiidaesp. A 母9

52 ツブダニ属の一種 Oppiidaesp. B南硫 1

53. ツブダニ属の一種 Oppiidaesp. C南硫 l

54 エダゲツブダニ属の一種 Brachioppωsp.父2・8・

母 1・8・南硫 l

マド夕、ニ科 Suctobelbidae

明日 オオマドダニAllosuctobelbagrandis (Poli， 1908)父

56 マドダニ属の一種 Suctobelbellasp父11.母6・

南硫 1

57. マドダニモドキ属の一種 Suctobelbilasp 父2

58. マドダニ科の一種 Suctobelbidaesp.妹

モモブトダニ手ヰ Arceremaeidae

59. モモブト ダニ Tecteremaeussp.南硫 l

スッポンダ二平ヰ Cymbaeremaeidae

*#60. コロポックjレダニ Ametroproctusreticulatus Aoki 

巴tFujikawa， 1972父6

本種は北海道をタイプ産地として記載され、その後、

本州の長野県や山梨県の高山帯から次々と発見され、

主として寒冷地ないし高山帯に生息する種と考えられ

ている。もっとも低い採築地点として奥多摩日原の

1300 mの地点から得られている。そのような積が小笠

原諸島から発見されたことは信じがたいことである。

コソテ‘夕、ニ手ヰ Haplozetidae

オ61.チビマルコ ソデダニ Peloribateslongisetosμ5 

(Willmann)妹・婿

1'62. リュウキ ュウマjレコソ テ守ダニ Peloribates

ryukyuensis Aoki et Nakatamari， 1974同5

63 マルコソデダニ属の一種 APeloribates sp. A父

J • 2・母 1-3・兄・妹

64 マルコソデダニ属の一種 BPeloribates sp. B南硫

3 

Bι#65 オオマjレシダレコソデダニ Xylobatesrotundus 

Aoki，2002母 卜 2・8・9・妹 ・婿・ 南硫 1-4

本誌の別論文中に新種として記載したものである。父

島からは見出だされていない。

J. Aoki 

66 シダレコソデダニ属の一種 Xylobαtessp 父2

67. ホソコイタダニ属の一種 Incabatessp 父 ll'婿

コイタダニ手ヰ Oribatulidae

*#68. サカモリコイタダニ Zygoribatulasakamorii (Aoki， 

1970) 父4・5・7・8・10・母2・3・北硫

マブカダ二平ヰ Oripodidae

ド69 ミナミホオカムリダニ Truncopesmoderatus Aoki 

巴tOhkubo， 1974母9

オトヒメダ二平ヰ Scheloribatidae

ネ70 コンボウオトヒメダニ Scheloribateslatipes (C. L. 

Koch， 1841)父3・4・母 1・7・8.兄 -妹・婿

71 オトヒメダニ属の一種 Scheloribatessp.母4・7・

8 .婿 -南硫l

コバネダニ科 Ceratozetidae

オ72.キュウジョウコ}¥ネダニ Ceratozetesimperatorius 

Aoki，1963母 8・10

工ンマダニ科 Phenopelopidae

73 エンマダニ属の一種 Eupelopssp 父3・母5・7・

10 .婿

ツノフリソテ‘夕、二平ヰ Ceratokalummidae

1'#74 ケタノTネダニ Cultrobatesnipponicus Aoki， 1982父

J .妹

フリソテ‘夕、二平ヰ Galumnidae

!、75. リュウキュウフリソデダニ Galumnaflabellife ra 

or凶 1talisAoki， 1965 (図 2B) 婿

誌76. アオキフリソデダニ Pergal川 117aaokii Nakatamari， 

1982兄 ・婿

77. チビゲフ リソデダニ Trichogalumnanipponica 

(Aoki， 1966)父1・2・4・婿・ 南硫4

"'78. ハゲフリソデダニ属の一種 Pergalumnasp 母 1

79 フリソデダニ属の一種 Gal叩 117.asp.南硫1. 2・4

小笠原諸島のササラダニ相の特徴

小笠原諸島とともに日本の亜熱帯に位置する沖縄諸

島と八重山諸島のササラダニ類については、Aoki(1973， 

1974， 1982， 1987a， b)，青木(1998)，Aoki & Nakatamari 

(1974)， Ito etal. (1987)， N討<atamat;(1980，1982，1983，1985， 

1986)，中玉利 (1978，1981，1984，1985)などによる報告が

ある。これらと小笠原諸島での調査結果とを比較する

と、次のようなことがわかった。種名が確定した種につ

いていえば、沖縄八重山諸島からは 113種が記録されて

いるのに対し、 小笠原諸島からはその半分以下の 51種

が記録されている。両諸島に共通に分布する種は 35種

あったが、沖縄八重山諸島のみに生息する種が 78種

あったのに対し、小笠原諸島のみに生息する種は 16種

のみであった。小笠原諸島におけるこのような種組成の

貧弱さは、沖縄 -先島両諸島が大陸島であるのに対し、

小笠原諸島が完全な大洋島であることと、島の面積が小

さいことなどによるものであろう。

沖縄 ・先島両諸島に分布する科で、小笠原諸島から

は見出だされない科として、ダルマヒワ夕、ニ科、カザリ

ヒワダニ料、マエイレコダニ科、ニセイレコダニ科、ハ

ラミゾダニ科、モンツキダニ手ヰ、 ヒラセナダニ料、ホソ

クモスケダニ科、ツヤタマゴダニ科、イトノコダニ科、
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B 

図2.小笠原諸島で採集されたササラダニ類の 4極 A ドテラダニ ErenweozelesoC!omacula/Us Hallllll巴I 日本では小笠原

諸島のみからま日られる(妹島， 体長0.43Illm). B リュウキュウフリソデダニ GalulIlna.flabelliferaorien.Ia!is Aoki.南西諸
島のみから報告されていた種(笠島， 体長 0.33Illm).C:カルベイブシダニ Diplobodeskarubei Aoki.今回新種として記載

された種(笠島，体長 0.57mlll). D:コノハツキノワダニj茂の一種 Cosm.oherrnann.iasp..種名未路定だが，新種の可能性

がある (妹島， 体長 1.001TUll). (苅部治紀氏土壌試料採集，青木淳一ダニ分自Ifr，棟木作成，慌;彩)
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セマルダニ科、ザラタマゴダニ科、カブツダニ科、フリ

ソデダニモドキ科など多数の科があり、これらの不|のも

のは、風または海流による遠距肉Ifの分散移動に耐えがた

L 、グループであろうと思われる。

逆に、沖縄 ・先島両諸島では発見されていないミミ

カキイレコダニ、 ミナミアナメダニ、ドテラダニ、オガ

サワライブシダニ、へコイブシダニ、カルベイブシダ

ニ、オオマルシダレコ ソデダニなどは、ミクロネシア系

統の種で、南方から流木などに乗って移動してきたもの

であろうと推定される。全体的な印象として、 小笠原諸

島にはイブシダニ科の種が種数・個体数ともに豊富に生

息しているのが特徴的であると言える。
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